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1. 2022年3月期第3四半期の業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 12,183 16.0 752 95.2 845 98.6 510 82.2

2021年3月期第3四半期 13,326 △1.7 385 △46.6 425 △44.7 280 △61.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 32.25 ―

2021年3月期第3四半期 17.16 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 67,316 65,918 97.9

2021年3月期 68,332 66,754 97.7

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 65,918百万円 2021年3月期 66,754百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00

2022年3月期 ― 15.00 ―

2022年3月期（予想） 15.00 30.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,200 11.5 850 29.1 950 36.2 560 32.2 35.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

第１四半期会計期間の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しており、上記の業績予想は当該会計基準等を適用した後の
数値となっております。なお、対前期増減率は、組替後の2021年3月期通期業績を基礎に計算しております。



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 20,080,480 株 2021年3月期 20,080,480 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 4,453,218 株 2021年3月期 4,073,463 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 15,829,072 株 2021年3月期3Q 16,327,437 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）２ページ「１．当四半期決算に関す
る定積的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス新規感染者数がワクチン接種の進

展等に伴い大幅に減少し、社会経済活動の制限が徐々に緩和されたことで緩やかな回復基調に転じつつ

あるものの、新たな変異株の出現による感染拡大等の懸念もあり、景気の先行きは依然不透明な状況と

なっております。 

宝飾品業界におきましても、こうした景況を反映し、企業を取り巻く環境は引き続き厳しい状況にあ

ります。 

このような状況において、当社は、強みであるバーティカル インテグレーション システムを活かし、

お客様のニーズに応えた品揃えを充実させ、お客様満足度向上につながる店づくりに取り組むことに注力

いたしました。また、クリスマスシーズンには、「2021年ウィンター・リミテッド」や「2021年ウィン

ター・コレクション」など数多くの新作ジュエリーを販売するとともに、雑誌やSNSツールを活用したプ

ロモーションにも力を入れた結果、店舗売上高は昨年を超える状況で推移し、利益面につきましても店舗

売上高の増加に伴い、昨年を上回る状況となっております。 

その結果、売上高は12,183百万円（前年同四半期比16.0％増）となりました。利益面につきましては、

営業利益は752百万円（前年同四半期比95.2％増）、経常利益は845百万円（前年同四半期比98.6％増）、

四半期純利益は510百万円（前年同四半期比82.2％増）となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

当第3四半期会計期間末の総資産は、67,316百万円となり、前事業年度末と比較して1,016百万円減

少しております。 

これは主に、売掛金が727百万円、建設仮勘定が201百万円増加したものの、預け金が901百万円、

現金及び預金が744百万円、商品及び製品が104百万円減少したことによるものです。 

負債の部は、1,397 百万円となり、前事業年度末と比較して 180 百万円減少しております。これは主に、

預り金が103百万円増加したものの、未払法人税等が154百万円、賞与引当金が121百万円減少したこ

とによるものです。 

純資産の部は、65,918百万円となり、前事業年度末と比較して836百万円減少しております。これは

主に、利益剰余金が33百万円増加したものの、自己株式が866百万円増加したことによるものです。利

益剰余金の増加は、配当金の支払に伴い減少したものの、四半期純利益の計上に伴い増加したことによ

るものです。 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2022 年 3 月期の通期の業績予想につきましては、2021 年 5 月 14 日に公表いたしました通期の業績予

想から変更しております。詳細につきましては、2022 年 2 月 4 日公表の「業績予想の修正に関するお知

らせ」をご覧ください。 
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（単位：百万円）

前事業年度
(2021年３月31日)

当第３四半期会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 38,437 37,693

受取手形及び売掛金 1,017 1,740

商品及び製品 12,765 12,660

仕掛品 515 451

原材料及び貯蔵品 2,171 2,178

その他 985 122

貸倒引当金 △6 △6

流動資産合計 55,886 54,840

固定資産

有形固定資産

土地 7,478 7,478

その他（純額） 896 1,051

有形固定資産合計 8,375 8,529

無形固定資産 330 274

投資その他の資産

その他 3,741 3,671

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 3,740 3,671

固定資産合計 12,446 12,475

資産合計 68,332 67,316

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 184 122

未払法人税等 318 163

引当金 208 86

その他 784 952

流動負債合計 1,496 1,325

固定負債

長期未払金 44 44

その他 36 26

固定負債合計 81 71

負債合計 1,577 1,397

純資産の部

株主資本

資本金 13,098 13,098

資本剰余金 15,707 15,707

利益剰余金 47,129 47,162

自己株式 △9,193 △10,060

株主資本合計 66,741 65,908

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 13 10

評価・換算差額等合計 13 10

純資産合計 66,754 65,918

負債純資産合計 68,332 67,316

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

前第３四半期累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

売上高 10,504 12,183

売上原価 4,557 5,514

売上総利益 5,946 6,668

販売費及び一般管理費 5,561 5,916

営業利益 385 752

営業外収益

受取配当金 1 22

受取家賃 38 36

助成金収入 - 36

その他 12 14

営業外収益合計 52 110

営業外費用

支払手数料 11 17

その他 0 0

営業外費用合計 11 17

経常利益 425 845

特別利益

投資有価証券売却益 7 -

保険解約返戻金 61 -

特別利益合計 69 -

特別損失

固定資産除却損 0 0

減損損失 8 16

特別損失合計 8 16

税引前四半期純利益 486 828

法人税、住民税及び事業税 133 260

法人税等調整額 72 57

法人税等合計 206 318

四半期純利益 280 510

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、2021年 2月 12日開催の取締役会決議に基づき、自己株式379,600株の取得を行いました。こ

の結果、当第３四半期累計期間において自己株式が866百万円増加しました。 

この自己株式取得等により、当第３四半期会計期間末において自己株式が 10,060 百万円となっており

ます。 

（会計方針の変更） 

（収益認識に関する会計基準等の適用） 

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日。以下「収益認識会計基準」と

いう。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これに

より、代理人取引に係る収益認識について、取引先等に対する支払額を売上原価として計上しておりました

が、売上高から控除する方法に変更しております。また、顧客へのオプション付与制度に係る収益認識につ

いて、顧客へ支払われる対価の一部を販売諸費・手数料（販売費及び一般管理費）として計上しておりまし

たが、売上高から控除する方法に変更しております。 

当該会計方針の変更は、原則として遡及適用され、前年四半期及び前事業年度については遡及適用後の四

半期財務諸表及び財務諸表となっております。 

この結果、遡及適用を行う前と比べて、前第３四半期累計期間の売上高は 2,822 百万円減少し、売上原

価は2,733百万円減少し、販売費及び一般管理費は88百万円減少しております。 

（時価の算定に関する会計基準等の適用） 

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30 号  2019 年 7 月 4 日。以下「時価算定会計基準」

という。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第 19 項及び「金融商品に関する

会計基準」（企業会計基準第10号  2019年7月4日）第44-2項に定める経過的な取扱いに従って、時価算

定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、四

半期財務諸表への影響はありません。 
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